
丸橋珠樹 Ml 河合雅雄 垂直分布に基づいたニホン

ザル自然群の生態学的研究

森山昭彦 Ml 高橋健治 霊長類のタンパク質分解酵

某の性状の研究

所内談話会

昭和50年度には,所内談話会は7回開催された0本年

度も49年度に引き続き毎月欝2,罪4水曜に行なわれ

た.以下に抗者とその概要を記す｡

第37回 5月28日 竹中 修

｢血液の話｣

法者は,血液の有する諸機能,1.酵素,二酸化炭素,

熟,情報,栄益物等 の輸送,2.抗体,補体,血液凝固

等の生体防釦について概説し,次いで現在の研究テーマ

である監長類ヘモグロビンの構造と性質,ニホンザル新

生児期における血液タンパフ質の動態について研究成果

を報告した｡

節38回 6月10日 杉山 串丸

｢ニホンザルの生涯｣

坑者は.ニホンザルが一生を通じてたどる行動軌跡を

人口学的EI料の分析と事例報告を比較しながら,班,雌

それぞれについて紹介した｡

節39回 6月25日 庄武 孝義

｢生物尖田中に沿在する有等退伝子について｣
践者は,生物災田中に沿在する有害退伝子 (迫伝的負

荷)の鼓%,各種の動物で推定した資料を示し,これが

生物袋田の維持と密接な関係がある事を紹介した｡

節40回 7月1叩 日片 文夫

海外帰朝報告 ｢大動脈平滑筋における電気的ひ

ろがり｣

抗者は,神経末端の直接の支配を受けていない内層の

動脈平滑筋は,どのような方法で神経の命令に反応して

いるかを調べる為,動脈の外層と内層の間,及び動脈の

輪状方向の'T'Lii気的連絡を調べ,外層平滑筋の電気的興怒

れ 活動唱位の伝帽によっても電気的緊張電位の流れに

よっても内層平滑筋を刺激する事を示した｡

節41回 9月17日 田中 二郎

梅外帰朝報告

抗者は,昭和49年7月18日より昭和50年7月17日まで

の1カ年臥 格別野菜矧 こよるアフリカ調査を行なったo

調査は,タンガエア西部のチンパンジー,ボツワナの

ブッシュマン,ザイール東部のバンプティ･ピグミー,

ケニア北部のラクダ遊牧民レンディールを対象に行なわ

れ,その経過と成果の-鵜をスライド及び 8mm 映画

を中心に報告した｡

第42回 10月29日 大島 清

｢サル分娩と周産期の卵管,子宮活動｣

演者は,サル分娩の前後に於ての子宮,卵管の活動を

筋電図及び内圧の両面から連続的に記録し,自発パター

ンも,プロスタグランディンに対する反応性 も,分娩

節,申,後によって著しく異る事を観察し,分娩現象を

境界とした内分泌環境の政変が予測される串を示した｡

欝43回 11月26日 岡田 守彦

｢ヒトとサルの二足非行｣

涜者は,サル類とヒトのバイペダリズムの類似と相異

及びサル類の問の類似と相異について主として生機構学

的側面から紹介し,その適応的意義について考察した｡

(文宝 林 韮治 ･決山 師)

海外との交流

1) アマゾン上流域における広鼻独類の調査

西部既達 ･波辺 毅

出張期間 西部 :50年7月-51年3月

波辺 :50年10月-51年3月

出張先 コロンビア

私たちは,日本モンキーセンター第3次学術調査隊に

加わり,Lm査を行なった｡両名とも節2次隊 (48年収)

からの継続参加である｡隊の構成は,代髭者が伊沢紘生

(日本モンキーセンター)で,私たちの他に水 野昭滋

(石川県庁 ･白山自然保誼センタ-)が加わり,現地で

はコロンビア国立大の J.Idrobo教授と,INDERENA

の CarlosCruz博士が共同研究に参加した｡

西都は前回の調査地と同じ Caquet丘河の支流である

Peneya川に6カ月間措在し,ウ～))-モンキーの生態

学的･社会学的調査を行なった｡前回の経験から現地で

の生活と調査に十分なれたこととサル白身が私たちにな

れたことが相侠ってかなり成果があがった｡とくにウ-

リーモンキーの2つの群れで個体識別がすすんだことか

ら,個体の行動,個体間関係,群問関係等について新し

い知見が得られた｡

波辺は前回につづき広鼻猿各種の分布,形態的変異等

の調査を目的として,Peneya川,Caqueta河本流,

Putumayo河上流を歩き,観察と資料の収炎を行なっ

た｡資料の詳しい分析はまだ行なっていないが,この地域

ではこれまでこの種の調査が殆んと行なわれなかったの

でいくつかの新しい発見が期待される｡この他 Peneya

川の調査地では 8mm 映画の投影により,広界粒のロ

コモーションの研究を行なった｡(西部助逮)

2) エチオピアにおけるヒヒ頬の種問関係,とくに種間

雑種についての比較研究｡

河合雅雄 (代表者),岩本光雄,庄武孝義,森松代,
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